
■　

ト　
ル　
コ　
国　
外　

も　
は　
や　
、　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
の　
押　
し　
も　
押　
さ　

れ　
ぬ　
ス　
ー　
パ　
ー　
チ　
ー　
ム　
と　
な　
っ　
た　
ガ　
ラ　
タ　

サ　
ラ　
イ　
は　
、　
二　
○　
○　
一　
年　
二　
月　
、　
国　
際　
サ　

ッ　
カ　
ー　
史　
・　
統　
計　
連　
盟　
（　

に　
よ　
っ　
て　
、　「　
世　
界　
で　

最　
も　
良　
い　
チ　
ー　
ム　
」　
と　
評　
価　
さ　
れ　
た　
。　
こ　

れ　
は　
、　
世　
界　
の　
強　
豪　
と　
し　
て　
名　
高　
い　
ス　
ペ　

イ　
ン　
の　
リ　
ア　
ル　
・　
マ　
ド　
リ　
ッ　
ド　
を　
蹴　
落　
と　

し　
て　
の　
初　
評　
価　
。　
少　
し　
ず　
つ　
ト　
ル　
コ　
・　
サ　

ッ　
カ　
ー　
チ　
ー　
ム　
の　
勝　
利　
が　
偶　
然　
で　
は　
な　
く　
、　

実　
力　
と　
し　
て　
評　
価　
さ　
れ　
始　
め　
た　
も　
の　
と　
考　

え　
ら　
れ　
る　
。　
ガ　
ラ　
タ　
サ　
ラ　
イ　
に　
続　
く　
、　
ベ　

シ　
ク　
タ　
シ　
・　
チ　
ー　
ム　
の　
評　
価　
は　
四　
四　
位　
、　

フ　
ェ　
ネ　
ル　
バ　
フ　
チ　
ェ　
・　
チ　
ー　
ム　
は　
一　
九　
六　

位　
と　
前　
回　
よ　
り　
落　
ち　
た　
。　

ア　
ヴ　
ル　
パ　
・　
シ　
ャ　
ン　
ピ　
ヨ　
ン　
ラ　
ル　
・　
リ　
ギ　

（　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
・　
チ　
ャ　
ン　
ピ　
ヨ　
ン　
ズ　
・　
リ　
ー　
グ　
）　

や　
っ　
と　
の　
と　
こ　
ろ　
で　
二　
回　
戦　
に　
進　
出　
し　

た　
ガ　
ラ　
タ　
サ　
ラ　
イ　
は　
、　
Ｂ　
グ　
ル　
ー　
プ　
で　
ス　

ペ　
イ　
ン　
の　
デ　
ボ　
ル　
テ　
ィ　
ヴ　
ォ　
、　
フ　
ラ　
ン　
ス　

の　
パ　
リ　
・　
サ　
ン　
ジ　
ェ　
ル　
マ　
ン　
、　
イ　
タ　
リ　
ア　

の　
ミ　
ラ　
ン　
と　
戦　
っ　
て　
い　
る　
。　
好　
調　
な　
戦　
い　

振　
り　
で　
余　
裕　
さ　
え　
見　
せ　
て　
い　
る　
ガ　
ラ　
タ　
サ　

ラ　
イ　
は　
、　
周　
囲　
に　
「　
こ　
れ　
な　
ら　
準　
々　
決　
勝　

に　
進　
め　
る　
か　
も　
・　
・　
」　
と　
い　
う　
期　
待　
を　
起　
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連載第１１回「皇帝テリム、フィレンチェを征服！」

国内、国外共に活躍を続けるトルコ人スポーツマン。
暗いニュースが多い中、スポーツだけは国民に明るいエネルギーを与え続けてくれている。
ビル・バシカ・イスタンブル・スポーツ特集「フットボール・ハスタス（サッカー狂） 」。

ヨーロッパ・サッカー界の強豪チームに仲間入りを果たしたガラタサライ。



さ　
せ　
て　
い　
る　
。　
も　
し　
、　
準　
々　
決　
勝　
に　
進　
む　

こ　
と　
が　
で　
き　
た　
ら　
、　
こ　
れ　
ま　
た　
ガ　
ラ　
タ　
サ　

ラ　
イ　
は　
サ　
ッ　
カ　
ー　
史　
上　
に　
「　
史　
上　
初　
」　
の　

刻　
印　
を　
刻　
む　
こ　
と　
と　
な　
る　
。　

フ　
ィ　
レ　
ン　
チ　
ェ　
の　
心　
を　

つ　
か　
ん　
だ　
ト　
ル　
コ　
人　

「　
征　
服　
王　

フ　
ァ　
ー　
テ　
ィ　
フ　

」　
の　
誉　
れ　
高　
い　
熱　
血　
名　
監　
督　
フ　

ァ　
ー　
テ　
ィ　
フ　
・　
テ　
リ　
ム　
は　
、　
昨　
年　
「　
ト　
ル　
コ　

の　
チ　
ー　
ム　
を　
初　
め　
て　
Ｕ　
Ｅ　
Ｆ　
Ａ　
優　
勝　
に　
導　
い　

た　
監　
督　
」　
と　
い　
う　
、　
そ　
の　
地　
位　
と　
名　
声　
を　
い　

と　
も　
簡　
単　
に　
振　
り　
切　
っ　
て　
、　
イ　
タ　
リ　
ア　
・　
フ　

ィ　
レ　
ン　
チ　
ェ　
の　
チ　
ー　
ム　
「　
フ　
ィ　
オ　
レ　
ン　
テ　
ィ　

ナ　
」　
の　
監　
督　
と　
な　
っ　
た　
。　

イ　
タ　
リ　
ア　
国　
内　
リ　
ー　
グ　
で　
も　
下　
か　
ら　
数　
え　

た　
方　
が　
早　
い　
フ　
ィ　
オ　
レ　
ン　
テ　
ィ　
ナ　
は　
、　
フ　
ィ　

レ　
ン　
チ　
ェ　
の　
ほ　
と　
ん　
ど　
を　
所　
有　
す　
る　
チ　
ェ　
ッ　

キ　
・　
ゴ　
リ　
が　
所　
有　
す　
る　
田　
舎　
チ　
ー　
ム　
。　
何　
故　

テ　
リ　
ム　
が　
フ　
ィ　
オ　
レ　
ン　
テ　
ィ　
ナ　
を　
選　
ん　
だ　
の　

か　
最　
初　
は　
誰　
も　
想　
像　
で　
き　
な　
か　
っ　
た　
。　

「　
も　
っ　
と　
上　
位　
に　
」　「　
も　
っ　
と　
新　
し　
い　
実　

績　
を　
」　
を　
ポ　
リ　
シ　
ー　
と　
し　
て　
、　
常　
に　
向　
上　
を　

目　
指　
し　
て　
き　
た　
テ　
リ　
ム　
の　
今　
回　
の　
目　
標　
は　
、　

サ　
ッ　
カ　
ー　
大　
国　
イ　
タ　
リ　
ア　
で　
、　
名　
も　
な　
い　
田　

舎　
チ　
ー　
ム　
を　
リ　
ー　
グ　
の　
一　
位　
に　
さ　
せ　
る　
こ　
と　

だ　
っ　
た　
よ　
う　
だ　
。　

予　
算　
が　
な　
い　
こ　
と　
を　
理　
由　
に　
、　
テ　
リ　
ム　
は　

希　
望　
す　
る　
選　
手　
の　
引　
き　
抜　
き　
も　
拒　
否　
さ　
れ　
、　

控　
え　
の　
選　
手　
も　
ほ　
と　
ん　
ど　
い　
な　
い　
ま　
ま　
、　
手　

持　
ち　
の　
選　
手　
を　
率　
い　
て　
イ　
タ　
リ　
ア　
リ　
ー　
グ　
で　

戦　
う　
こ　
と　
を　
余　
儀　
な　
く　
さ　
れ　
た　
が　
、　
テ　
リ　
ム　

が　
フ　
ィ　
オ　
レ　
ン　
テ　
ィ　
ナ　
に　
来　
て　
か　
ら　
約　
五　
ケ　

月　
、　
イ　
タ　
リ　
ア　
は　
フ　
ィ　
オ　
レ　
ン　
テ　
ィ　
ナ　
か　
ら　

目　
が　
離　
せ　
な　
く　
な　
っ　
た　
。　

毎　
試　
合　
、　
稲　
妻　
の　
よ　
う　
に　
駆　
け　
回　
り　
、　
リ　

ー　
グ　
の　
下　
位　
か　
ら　
年　
末　
に　
は　
リ　
ー　
グ　
五　
位　
の　

成　
績　
を　
得　
た　
フ　
ィ　
オ　
レ　
ン　
テ　
ィ　
ナ　
は　
、　
つ　
い　

に　
一　
月　
一　
四　
日　
に　
は　
、　
イ　
タ　
リ　
ア　
の　
「　
ス　
タ　

ー　
チ　
ー　
ム　
」　
と　
呼　
ば　
れ　
る　
ミ　
ラ　
ン　
を　
四　
対　
○　

で　
屈　
辱　
的　
な　
敗　
退　
に　
追　
い　
込　
ん　
だ　
。　
こ　
の　
勝　

利　
に　
フ　
ィ　
レ　
ン　
チ　
ェ　
の　
人　
々　
は　
狂　
喜　
。　
テ　
リ　

ム　
は　
、　
か　
つ　
て　
ガ　
ラ　
タ　
サ　
ラ　
イ　
の　
勝　
利　
で　
ト　

ル　
コ　
人　
に　
与　
え　
た　
喜　
び　
を　
、　
今　
フ　
ィ　
レ　
ン　
チ　

ェ　
の　
人　
々　
に　
与　
え　
て　
い　
た　
。　

フ　
ィ　
レ　
ン　
チ　
ェ　
で　
は　
今　
ま　
で　
に　
な　
い　
サ　
ッ　

カ　
ー　
熱　
が　
燃　
え　
上　
が　
り　
、　
試　
合　
で　
は　
ト　
ル　
コ　

語　
を　
覚　
え　
て　
声　
援　
を　
お　
く　
り　
、　
テ　
リ　
ム　
を　

「　
イ　
ン　
パ　
ラ　
ト　
ル　
・　
テ　
リ　
ム　
」　
と　
呼　
ぶ　
ま　
で　

に　
な　
っ　
た　
。　
ま　
た　
ト　
ル　
コ　
人　
も　
、　「　
テ　
リ　
ム　

の　
活　
躍　
は　
ト　
ル　
コ　
の　
勝　
利　
」　
と　
フ　
ィ　
オ　
レ　
ン　

テ　
ィ　
ナ　
を　
ト　
ル　
コ　
チ　
ー　
ム　
の　
ご　
と　
く　
応　
援　

し　
、　
イ　
タ　
リ　
ア　
の　
サ　
ッ　
カ　
ー　
に　
注　
目　
し　
た　
。　

し　
か　
し　
、　
フ　
ィ　
レ　
ン　
チ　
ェ　
の　
人　
々　
応　
援　
団　

の　
盛　
り　
上　
が　
り　
を　
背　
に　
、　
テ　
リ　
ム　
と　
チ　
ー　
ム　

の　
オ　
ー　
ナ　
ー　
・　
ゴ　
リ　
と　
の　
不　
和　
は　
、　
メ　
デ　
ィ　

ア　
に　
毎　
日　
取　
り　
上　
げ　
ら　
れ　
、　
「　
テ　
リ　
ム　
は　
ミ　

ラ　
ン　
の　
監　
督　
に　
な　
る　
こ　
と　
を　
承　
諾　
し　
、　
契　
約　

し　
た　
」　
と　
書　
き　
立　
て　
ら　
れ　
た　
。　
テ　
リ　
ム　
は　
こ　

れ　
を　
否　
定　
し　
、　
シ　
ー　
ズ　
ン　
末　
ま　
で　
は　
フ　
ィ　
オ　

レ　
ン　
テ　
ィ　
ナ　
に　
残　
る　
こ　
と　
を　

強　
調　
し　
て　
い　
た　
が　
、　
犠　
牲　
祭　

前　
の　
二　
月　
二　
六　
日　
試　
合　
後　
の　

ゴ　
リ　
と　
の　
衝　
突　
を　
機　
に　
、　
シ　

ー　
ズ　
ン　
の　
途　
中　
で　
監　
督　
を　
辞　

め　
る　
こ　
と　
を　
発　
表　
し　
た　
。　

こ　
れ　
と　
同　
時　
に　
フ　
ィ　
オ　
レ　

ン　
テ　
ィ　
ナ　
の　
コ　
ー　
チ　
陣　
も　
こ　

ぞ　
っ　
て　
辞　
表　
を　
出　
し　
、　
フ　
ィ　

オ　
レ　
ン　
テ　
ィ　
ナ　
は　
選　
手　
だ　
け　

に　
な　
っ　
て　
し　
ま　
っ　
た　
。　
テ　
リ　

ム　
の　
辞　
表　
後　
、　
テ　
リ　
ム　
を　
弁　

護　
し　
た　
フ　
ィ　
オ　
レ　
ン　
テ　
ィ　
ナ　

の　
キ　
ャ　
プ　
テ　
ン　
・　
ル　
イ　
コ　
ス　

タ　
に　
処　
分　
を　
与　
え　
る　
等　
、　
ゴ　

リ　
の　
独　
裁　
ぶ　
り　
は　
続　
い　
て　
い　

る　
が　
、　
フ　
ィ　
レ　
ン　
チ　
ェ　
の　

人　
々　
は　
ゴ　
リ　
の　
引　
退　
を　
希　
望　

し　
て　
署　
名　
活　
動　
を　
始　
め　
た　
。　

■　
ト　
ル　
コ　
国　
内　
　　

ト　
ル　
コ　
国　
内　
リ　
ー　
グ　
で　
は　
、　
ガ　
ラ　
タ　
サ　

ラ　
イ　
は　
、　
海　
外　
で　
の　
試　
合　
の　
疲　
労　
が　
た　
ま　

っ　
て　
か　
、　
あ　
ま　
り　
成　
績　
が　
ふ　
る　
わ　
な　
い　
。　

一　
方　
近　
年　
ア　
ナ　
ト　
リ　
ア　
の　
チ　
ー　
ム　
の　
レ　
ベ　

ル　
も　
上　
が　
り　
、　
年　
々　
国　
内　
リ　
ー　
グ　
は　
よ　
り　

白　
熱　
し　
た　
も　
の　
に　
な　
っ　
て　
き　
て　
い　
る　
。　

リ　
ー　
グ　
の　
後　
半　
現　
在　
の　
成　
績　
は　
、　
長　
い　

低　
迷　
か　
ら　
抜　
け　
出　
し　
て　
実　
力　
を　
発　
揮　
し　
始　

め　
た　
フ　
ェ　
ネ　
ル　
バ　
フ　
チ　
ェ　
を　
先　
頭　
に　
、　
二　

位　
ガ　
ラ　
タ　
サ　
ラ　
イ　
、　
三　
位　
ガ　
ー　
ズ　
ィ　
ア　
ン　

テ　
ッ　
プ　
・　
ス　
ポ　
ー　
ツ　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　

ト　
ル　
コ　
カ　
ッ　
プ　
決　
勝　
は　
、　
不　
調　
の　
ベ　
シ　

ク　
タ　
シ　
を　
負　
か　
し　
た　
今　
年　
好　
調　
の　
ゲ　
ン　
チ　

レ　
ル　
ビ　
ル　
リ　
ィ　
と　
、　
ガ　
ラ　
タ　
サ　
ラ　
イ　
に　
ペ　

ナ　
ル　
ト　
で　
勝　
っ　
た　
フ　
ェ　
ネ　
ル　
バ　
フ　
チ　
ェ　
間　

で　
争　
わ　
れ　
る　
。　

（　
二　
○　
○　
一　
年　
二　
月　
二　
七　
日　
現　
在　
）　
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フィレンチェにトルコ旋風を巻き起こし、「インパラトル（皇帝）」と呼ばれるようになったファーティフ・テリム。
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